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庁舎（那覇第2地方　
合同庁舎2号館）完成 特集 

Special Edition

　
沖
縄
総
合
事
務
局
が
入
居
す
る

那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
２
号
館
が
、

那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
の
新
都
心
地

区
に
完
成
し
ま
し
た
。 

　
２
号
館
は
、
平
成
18
年
２
月
の

着
工
以
来
、
鋭
意
、
建
設
が
進
め

ら
れ
、
本
年
２
月
20
日
に
完
成
し
、

現
在
、
入
居
予
定
の
沖
縄
総
合
事

務
局
各
部
（
総
務
部
・
財
務
部
・

農
林
水
産
部
・
経
済
産
業
部
・
開

発
建
設
部
・
運
輸
部
）
に
お
い
て

移
転
作
業
が
進
め
ら
れ
、
３
月
24

日
か
ら
新
庁
舎
に
お
い
て
業
務
を

一
斉
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

　
「
沖
縄
振
興
計
画
」
を
推
進
す

る
沖
縄
総
合
事
務
局
の
単
独
棟
で

あ
る
２
号
館
は
、
国
の
行
政
機
関

の
中
心
拠
点
を
形
成
す
る
施
設
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
構
想
へ
の
積
極
的
な
展
開
を
通

し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
を
図
り
「
那
覇
新
都
心
」

に
お
け
る
行
政
の
核
と
な
る
施
設

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
庁
舎
は
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
な
ど
環

境
に
配
慮
し
た
建
物
造
り
や
、
障

害
者
の
方
々
等
に
や
さ
し
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

た
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
新
庁
舎
の
概
要
や
特
徴

等
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

―沖縄振興の拠点を目指して3月に庁舎移転― 

（
２
号
館
の
概
要
）

・場　所　
　沖縄県那覇市おもろまち２丁目１番１号
・構　造　
　鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）、
　地下1階、地上11階建
・延べ床面積　16,128㎡
・入居官署　内閣府沖縄総合事務局

那覇第2地方合同庁舎
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沖縄総合事務局

環
境
に
配
慮
し
た

建
物
造
り

1

総務部 

（
新
庁
舎
の
特
徴
等
）

   

　
２
号
館
は
１
号
館
と
同
様
、
環

境
配
慮
官
庁
施
設
の
グ
リ
ー
ン
庁

舎
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
多
く

の
環
境
負
荷
低
減
対
策
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
外
壁
へ
の
ル
ー
バ

ー
（
羽
板
）
や
庇
（
ひ
さ
し
）
の

設
置
に
よ
る
日
射
遮
蔽
（
し
ゃ
へ
い
）
、

さ
ら
に
屋
上
緑
化
に
よ
る
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
を
行
う
な
ど
、

次
の
対
策
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

　
地
球
温
暖
化
係
数
が
小
さ
く
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
し
な
い
自
然
冷
媒

の
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
用
し
た
冷
凍

機
や
、
深
夜
電
力
利
用
に
よ
り
夜

間
に
製
氷
し
て
昼
間
の
冷
房
に
利

用
す
る
氷
蓄
熱
設
備
を
備
え
て
お
り
、

地
球
環
境
や
電
力
負
荷
の
平
準
化

を
考
慮
し
た
空
気
調
和
設
備
を
導

入
し
て
い
ま
す
。 

 

○ 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
２
号
館
の
外
壁
に
は
、
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
体
型
の

庇
と
縦
ル
ー
バ
ー
、
横
ル
ー
バ
ー

を
設
け
、
日
射
の
遮
蔽
に
よ
る
熱

負
荷
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
窓
を
利
用
し
た
自
然
換
気

や
自
然
通
風
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。 

事
務
室
の
照
明
に
つ
い
て
は
、
昼

光
制
御
を
行
っ
て
お
り
、
部
屋
の

照
度
を
セ
ン
サ
ー
で
感
知
し
、
二

十
五
〜
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
自
動
調

光
し
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
は
人

感
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
照
明
の
自
動

点
灯
、
自
動
消
灯
を
行
い
ま
す
。

　
　 

 

○ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

　
１
号
館
と
同
じ
く
２
号
館
の
屋

上
に
も
、
9
k
W
の
太
陽
光
発
電

装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
平
均
的
な
住
宅
約
２
軒
分

の
消
費
を
ま
か
な
え
る
電
力
量
を

発
電
し
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
や
再

生
水
を
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
、
屋
上

緑
化
及
び
地
上
の
樹
木
へ
の
散
水

用
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。 

  

【
注
】「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
」と
は
、ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２
の
略
で
す
。
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
量
を
建
設
か
ら
運
用
、廃

棄
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
見
つ
め
、環
境

に
及
ぼ
す
影
響
を
総
合
的
に
考
え

た
も
の
で
す
。 

たまり空間 

ポケットパーク 
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
採
用

2　
新
庁
舎
に
は
、
来
庁
さ
れ
る
高

齢
者
・
障
害
者
の
方
々
等
に
や
さ

し
い
様
々
な
装
置
等
が
施
さ
れ
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
建
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

○
快
適
で
便
利
な
ト
イ
レ
環
境

・
多
機
能
ト
イ
レ
を
各
階
に
設
け
、

障
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、高
齢
者
や

親
子
の
利
用
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

・
多
機
能
ト
イ
レ
に
は
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
を
設
け
、
乳
児
の
オ
ム
ツ

替
え
に
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

1
階
に
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

に
配
慮
し
た
汚
物
流
し
を
設
け

て
い
ま
す
。 

・
男
女
ト
イ
レ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
カ
所
に
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
を

設
置
し
、
お
子
様
連
れ
で
の
利

用
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

・
多
機
能
ト
イ
レ
内
で
の
緊
急
時

に
備
え
て
、
呼
び
出
し
ボ
タ
ン

を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

・
男
女
ト
イ
レ
及
び
多
機
能
ト
イ

レ
内
に
は
、
火
災
時
の
難
聴
者

対
応
と
し
て
天
井
面
に
フ
ラ
ッ

シ
ュ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

○
気
持
ち
良
く
、
わ
か
り
や
す
い

ア
プ
ロ
ー
チ

・
パ
ー
ゴ
ラ
と
木
陰
に
よ
る
気
持
ち

良
い
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。 

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
二
段
手
摺
な

ど
に
よ
る
、
わ
か
り
や
す
く
安

全
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
し
て
い
ま
す
。 

○
音
声
誘
導
装
置

・
主
要
な
出
入
口
に
音
声
誘
導
装
置

を
設
置
し
、
床
の
磁
気
セ
ン
サ
ー

と
天
井
面
の
受
信
ア
ン
テ
ナ
に
よ

り
出
入
口
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
案
内
な
ど
視
覚
障
害
者
の
誘

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　 

災害対策室・情報室・電算室 
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沖縄総合事務局庁舎（那覇第2地方合同庁舎2号館）完成 

総務部 

建
物
の
主
要
施
設

3○
災
害
対
策
室
（
２
階
）

　
台
風
や
地
震
等
災
害
発
生
時
に
、

迅
速
に
対
応
が
で
き
る
よ
う
防
災
機

能
が
備
わ
っ
て
い
る
専
用
の
災
害
対
策

室
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
総

合
事
務
局
は
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
く
指
定
地
方
行
政
機
関
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、新
庁
舎
の
構
造
体
、各

部
位
設
備
機
器
類
は
「
官
庁
施
設
の

総
合
耐
震
計
画
基
準
」
に
基
づ
き
耐

震
設
計
が
行
わ
れ
、建
物
の
耐
力
は
、

建
築
基
準
法
の
１
・
５
倍
相
当
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○ 

行
政
情
報
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

　
来
庁
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
庁

舎
案
内
、
沖
縄
総
合
事
務
局
の
仕

事
等
行
政
情
報
の
発
信
、
閲
覧
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、

行
政
情
報
プ
ラ
ザ
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

（
設
置
さ
れ
る
機
器
等
） 

・
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
２
台 

・
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
２
台 

・
パ
ソ
コ
ン
（
Ｈ
Ｐ
専
用
）
２
台 

・
展
示
パ
ネ
ル
　
等 

（
情
報
発
信
の
内
容
） 

・
庁
舎
案
内 

・
沖
縄
総
合
事
務
局
の
紹
介 

・
沖
縄
総
合
事
務
局
の
仕
事 

・
組
織
と
機
構
図 

・
写
真
で
見
る
仕
事 

・
申
請
窓
口
案
内 

・
相
談
窓
口
案
内
　
　 

・
入
札
情
報
　
等 

○ 

事
務
室

　
事
務
室
に
つ
い
て
は
大
部
屋
方

式
で
設
計
さ
れ
、
業
務
態
勢
の
変

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。
床
は
全
面
Ｏ
Ａ
フ

ロ
ア
で
、
電
源
ケ
ー
ブ
ル
や
Ｌ
Ａ

Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
等
を
床
下
に
収
納
し
、

配
線
の
や
り
か
え
も
簡
単
に
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
事
務
室
内
の
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ

ン
タ
ー
を
始
め
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

や
コ
ピ
ー
機
等
の
Ｏ
Ａ
機
器
を
業

務
形
態
に
合
わ
せ
自
由
に
配
置
で
き
、

快
適
な
執
務
空
間
が
確
保
さ
れ
ま
す
。 

 

2号館（沖縄総合事務局） 1号館 

災害時に迅速な災害対策活動
が行えるよう災害対策室を2
階に配置し、隣接する会議室
と一体的な使用を可能として
います。 

災害対策室・情報室・電算室 災害対策室・情報室・電算室 
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那 覇 第 2 地 方 合 同 庁 舎 　 2 号 館 平 面 概 要  

　建物全体の平面概要を紹介します。合同庁舎として将来の業務変化にフレキシブルに対応できるよう、事務
室は大部屋方式を基本とし、最大奥行き10ｍ、幅40ｍのスペースが確保できます。また、1号館と2号館は1
階と2階の連絡通路で往来でき、1号館1階には食堂・喫茶・売店・診療所が設置されています。 

 

駐車場側
入口

正面入口

■エレベーター 
１５人乗り常用を３機、１７人乗り非
常用を１機設置しています。待ち
時間は、朝のピーク時でも最大３０
～４０秒程度となるよう設計して
います。非常用は、地下と１１階に
も停止します。

■屋上 
ヒートアイランド対策として、
コウライ芝による屋上緑化を
施しています。

■廊下 
幅１．８ｍで、書類を抱えても充分
すれ違えます。両端に窓を設けて
明るくし、外の景色で自分の位置
がわかるよう配慮しています。

■災害対策室 
災害時に迅速な災害対策活動が
行えるよう災害対策室を２階に配
置し、隣接する共用会議室と一体
的な使用を可能としています。

■行政情報プラザ 
行政情報などの各種PR、情報発
信ができます。

■共用会議室 
外部からの出席者が利用しやす
い１階に配置し、隣接して待合ホ
ールを設けています。

■事務室 
床は全面OAフロアのタイルカー
ペットとし、照明は、明るさセンサ
ーで適正な明るさに調整します。

■エントランスホール 
吹き抜け空間により広場や上階と
視覚的につながることで、分かり
やすい動線を確保しています。琉
球石灰岩・琉球ガラス等を使用し、
風土と調和した空間づくりを行っ
ています。

■トイレ 
各階に男子、女子、多機能トイレ
を設け、女子トイレにはパウダー
コーナーを設けています。照明器
具は、人感センサーでON、OFF
します。

■喫煙室・自動販売機コーナー 
■湯沸室 
各階に設置されています。
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沖縄総合事務局庁舎（那覇第2地方合同庁舎2号館）完成 

総務部 

那覇第2地方合同庁舎　2号館配置表 

11階 

10階 

9階 

8階 

7階 

6階 

5階 

4階 

3階 

2階 

1階 

B1

共通 

開発建設部 
災害対策関連 

財　務　部 

経済産業部 

経済産業部 

農林水産部 

農林水産部 

農林水産部 

総　務　部 

総　務　部 

総　務　部 

総　務　部 

総　務　部 

1F～10F

運　輸　部 

開発建設部 

開発建設部 

開発建設部 

開発建設部 

落
成
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

沖
縄
総
合
事
務
局
庁
舎
（
那
覇
第
二
地
方
　

合
同
庁
舎
２
号
館

）
 

　
平
成
20

年
初
頭
に

ふ
さ
わ
し

く
、
待
望

久
し
か
っ

た
沖
縄
総
合
事
務
局
庁
舎
（
那
覇
第

２
地
方
合
同
庁
舎
２
号
館
）
が
復
帰

36
年
目
に
し
て
立
派
に
完
成
で
き
ま

し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
、
こ
の
大
事

業
に
ご
尽
力
さ
れ
た
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
祖
国
復
帰
当
時
、
沖
縄
総
合
事
務

局
が
入
居
し
て
い
た
ビ
ル
は
、
竣
工

間
際
の
民
間
ビ
ル
で
、
内
装
工
事
も

仕
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
冷
房
工
事
も

手
が
け
て
な
く
、
職
員
は
、
６
月
の

梅
雨
期
に
蒸
し
か
え
る
室
内
で
山
積

す
る
復
帰
事
務
処
理
に
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
。
 

　
私
は
財
務
部
で
復
帰
当
初
か
ら
庁

舎
建
築
の
用
地
確
保
に
携
わ
り
、
建

築
用
地
と
し
て
国
有
地
の
選
定
を
行

い
、
那
覇
市
や
県
当
局
者
と
頻
繁
に

折
衝
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
最
初
に
選
ん
だ
の
が
那
覇
商
業
高

校
と
な
り
の
現
在
の
松
山
公
園
、
次

に
米
軍
か
ら
返
還
さ
れ
た
与
儀
ガ
ソ

リ
ン
タ
ン
ク
跡
地
、
最
後
は
旧
刑
務

所
跡
地
（
現
那
覇
第
１
地
方
合
同
庁

舎
）
で
、
何
処
も
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
 

　
松
山
公
園
は
、
当
時
米
軍
の
家
族

宿
舎
で
し
た
が
、
那
覇
市
が
都
市
公

園
の
指
定
の
網
を
か
ぶ
せ
て
い
ま
し

た
。
与
儀
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
跡
地

は
、
過
密
校
解
消
の
た
め
小
学
校
敷

地
と
し
て
選
定
さ
れ
て
お
り
、
最
後

の
旧
刑
務
所
跡
地
は
、
市
民
か
ら
公

園
敷
地
と
し
て
開
放
せ
よ
と
の
陳
情

と
デ
モ
行
進
が
繰
り
返
さ
れ
、
話
し

合
い
の
結
果
、
敷
地
を
二
分
割
し
、

半
分
は
公
園
、
後
の
半
分
は
国
の
那

覇
第
１
地
方
合
同
庁
舎
と
し
て
決
着

し
ま
し
た
。
 

　
国
の
総
合
出
先
機
関
で
あ
る
沖
縄

総
合
事
務
局
が
民
間
ビ
ル
の
借
家
住

ま
い
で
は
、
職
務
執
行
に
支
障
を
来

し
、
県
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
充
分
対

応
出
来
ず
苦
労
し
て
き
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
 

　
幸
い
に
し
て
、
那
覇
新
都
心
の
核

に
な
る
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
に
、
来

る
べ
き
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
対
応

を
兼
ね
備
え
、
O
A
化
さ
れ
た
斬
新

な
沖
縄
総
合
事
務
局
庁
舎
が
完
成
し

新
庁
舎
で
の
執
務
が
出
来
る
こ
と
は
、

先
輩
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

り
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
新
庁
舎
を
拠
点
に

新
し
い
施
策
を
展
開
し
、
内
閣
府
の

地
方
支
分
部
局
と
し
て
、
内
閣
の
重

要
施
策
に
関
す
る
企
画
立
案
及
び
総

合
調
整
等
の
任
務
の
一
翼
を
担
い
つ

つ
、
沖
縄
県
の
自
立
的
発
展
の
た
め

「
平
和
で
明
る
い
活
力
あ
る
県
づ
く

り
」
に
精
進
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 


